
　
二
月
ニ
十
五
日
に
開
会
し
た

二
〇
二
二
年
第
一
回
定
例
県
議

会
は
、
三
月
ニ
十
五
日
に
上
程

議
案
に
対
す
る
採
決
が
行
わ

れ
、
三
十
日
間
に
わ
た
る
全
会

議
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
の
強
化
、
商
工
業
・
観
光

業
・
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
と

す
る
県
経
済
の
再
興
、
活
力
創

出
型
Ｄ
Ｘ
と
先
端
技
術
へ
の
挑

戦
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
人
づ
く

り
等
に
関
す
る
当
初
予
算
に
つ

い
て
集
中
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　
新
年
度
の
予
算
総
額
は
七
千 

百
七
十
八
億
円
を
超
え
、
九
年

連
続
で
前
年
度
予
算
を
上
回
る

積
極
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
、

過
去
最
大
と
な
る
第
六
波

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
の
県
内
初
確
認
か
ら
二
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス

は
こ
れ
ま
で
何
度
と
変
異
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、
驚
異

的
な
感
染
力
を
も
つ
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
は
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
感

染
拡
大
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
活
動
は
想
像
を

超
え
ま
す
。
新
た
な
変
異
に
備

え
、
検
査
キ
ッ
ト
の
早
期
手
配

や
入
院
病
床
・
宿
泊
療
養
施
設

の
事
前
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、
医

療
従
事
者
を
ど
う
確
保
し
て
お

く
か
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
急
が
れ
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
含
め
、
そ
れ
ら
に
対
応

す
べ
く
新
年
度
予
算
が
編
成
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

感
染
の
早
期
収
束
と
社
会
経

済
の
再
活
性
化
へ
向
け
た
効
果

的
な
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
決
議
を
採
択

　

二
月
二
十
四
日
、
ロ
シ
ア
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を

開
始
し
ま
し
た
。
国
際
法
は
も

ち
ろ
ん
人
道
に
反
す
る
ロ
シ
ア

の
行
為
は
許
さ
れ
る
も
の
で
な

く
、
大
分
県
議
会
で
も
ロ
シ
ア

に
よ
る
一
連
の
行
為
に
抗
議
す

る
県
議
会
決
議
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

2022年　第１回定例県議会
新型コロナ、新たな変異にも万全に新型コロナ、新たな変異にも万全に

社会経済の再活性化を社会経済の再活性化を

　
二
月
に
招
集
さ
れ
た
第
一
回

定
例
県
議
会
に
て
、
私
は
次
の

５
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
質
問

と
答
弁
内
容
は
概
要
）

〈
質
問
項
目
〉

一
．
地
方
移
住
に
つ
い
て

①
地
方
回
帰
と
移
住
政
策

②
地
方
移
住
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

二
．�

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て

①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

②
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

③
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

の
空
港
の
活
用

三
．
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
に
つ
い
て

四
．
在
来
種
苗
の
継
承
に
つ
い
て

五
．�

青
少
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用

に
つ
い
て

－

地
方
回
帰
と
移
住
政
策

－

木
田
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し

て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
が
急
速
な
広
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。
満
員
電
車
な

ど
の
過
酷
な
通
勤
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
人
々
が
、
社
会
経

済
活
動
の
変
革
を
実
体
験
し
た

こ
と
か
ら
、
都
市
の
生
活
か
ら

地
方
で
暮
ら
す
こ
と
に
関
心
を

高
め
て
い
ま
す
。

　
今
、
大
手
企
業
が
相
次
い
で

社
員
の
居
住
地
要
件
を
見
直
す

な
ど
、
大
都
市
圏
か
ら
の
地
方

移
住
が
大
き
く
広
が
る
流
れ
が

で
き
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
方
回
帰
の
潮
流

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
本
県
へ

の
移
住
施
策
を
今
後
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
知
事
の
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の

浸
透
を
受
け
、
都
市
部
で
の
仕

事
を
続
け
た
ま
ま
大
分
に
移
り

住
む
人
の
誘
致
も
進
め
て
い
ま

す
。
多
く
の
移
住
者
は
移
住
先

の
住
居
と
し
て
空
き
家
を
検
討

し
ま
す
が
、建
築
士
や
宅
建
士
、

行
政
職
員
な
ど
に
よ
る
マ
ッ
チ

ン
グ
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
希
望

す
る
物
件
の
探
索
や
取
得
に
向

け
た
所
有
者
と
の
交
渉
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
自
治
会
費
や

行
事
な
ど
、
地
域
の
決
ま
り
事

の
見
え
る
化
や
移
住
者
交
流
会

な
ど
に
取
り
組
む
団
体
の
立
ち

上
げ
支
援
を
行
い
、
移
住
者
の

受
け
入
れ
に
積
極
的
な
地
域
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

－

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

－

木
田
来
年
秋
に
は
本
県
で
、

第
一
回
目
の
ツ
ー
ル
・
ド
・
九

州
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
年
度

予
算
案
と
し
て「
ツ
ー
ル
・
ド
・

九
州
推
進
事
業
」
や
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
「
大

分
の
サ
イ
ク
ル
魅
力
発
信
事

業
」が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
の
走
行
空
間
の
整
備

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
宿
や
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
自
転
車
を
安
全

に
保
管
で
き
る
場
所
が
不
可
欠

で
す
し
、
鉄
道
事
業
者
の
協
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
県
内

一
円
を
楽
し
む
に
は
列
車
で
自

転
車
を
運
ぶ
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
も
効
果
的
と
思
い
ま
す
。

　
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
更

な
る
充
実
、
魅
力
化
を
図
る
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
、
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
サ
イ

ク
リ
ン
グ
お
お
い
た
」
で
周
遊

ル
ー
ト
や
サ
イ
ク
ル
・
ハ
ブ
等

の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
、
来

年
度
は
観
光
を
楽
し
む
モ
デ
ル

ル
ー
ト
の
追
加
や
多
言
語
表
示

な
ど
、
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ツ
ー
ル
・
ド
・
九

州
２
０
２
３
の
開
催
を
契
機

に
、
本
県
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た

め
、
観
光
関
係
者
等
で
構
成
す

る
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
入
環
境
整

備
や
ル
ー
ト
沿
線
の
魅
力
づ
く

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
な
ど

を
検
討
し
ま
す
。

＊�

木
田
の
考
え
→
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
リ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

追
加
提
案
し
ま
し
た

－

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

の
空
港
の
活
用

－

木
田
大
分
空
港
は
、
宇
宙
港

と
し
て
の
価
値
が
上
が
り
、
活

用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
空
港

そ
の
も
の
が
宇
宙
旅
行
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
観
光

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
成
り
立

ち
う
る
と
考
え
ま
す
。

　
大
分
空
港
で
も
、例
え
ば
、空

港
内
あ
る
い
は
そ
の
近
辺
に
シ

ア
タ
ー
を
設
置
し
、
人
工
衛
星

の
打
上
げ
や
人
工
衛
星
か
ら

中
継
さ
れ
る
ラ
イ
ブ
映
像
を
、

宇
宙
の
知
識
豊
富
な
ガ
イ
ド
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
楽
し
む
と

い
っ
た
、
本
県
な
ら
で
は
の
新

た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の

空
港
の
活
用
に
つ
い
て
、
県
の

見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
議
員
ご
提
案
の
と
お
り
、

宇
宙
港
と
な
る
大
分
空
港
を
魅

力
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ブ
ラ
ン

ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
「
宇
宙
ノ

オ
ン
セ
ン
県
オ
オ
イ
タ
」
に
併

せ
、
空
港
一
階
足
湯
コ
ー
ナ
ー

の
宇
宙
仕
様
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
二
階
売
店
の
「
宇
宙
グ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
」
の
拡
充
・
常
設

化
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
国
内
唯
一
と
な

る
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
運
行

に
よ
り
、
空
港
の
魅
力
ア
ッ
プ

も
期
待
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
関

係
者
と
共
に
「
大
分
空
港
・
宇

宙
港
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で

も
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

や
受
入
環
境
の
整
備
等
に
つ
い

て
議
論
を
重
ね
ま
す
。

＊�

木
田
の
考
え
→
県
独
自
の
宇

宙
旅
行
ア
バ
タ
ー
を
人
工
衛

星
で
打
ち
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
検
討
を
要
望
し
ま
し
た

2022 年第１回
定例県議会
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詳細はHPから 大分県議会 検索
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１月
▶新型コロナ感染が再拡大 
（写真：南太平寺　杵築社の竹
灯籠）
初詣で「今年こそコロナの終息
を」と願うものの、１月中旬か
らオミクロン株の急拡大による
第６波を迎えることとなる。

▷連合大分「2022春季生活闘争学習会」　
▷内外情勢調査会「アジアの安定と日米同盟〜周辺国

の脅威に日本はどう立ち向かうのか〜」講師：エル
ドリッヂ研究所代表　ロバート・Ｄ・エルドリッヂ 氏

▷米軍基地の整理・縮小と日米地位協定の抜本的見
直しを実現する日出生台集会（オンライン開催）
▷地方財政セミナー（講師：総務省自治財政局ほか）
▷�スペースポート推進セミナー「宇宙港がもたらす
大分の未来」講師：ANA ホールディングス　鬼
塚 慎一郎 氏、野村総合研究所　八亀 彰吾 氏
２月
▶大分政経懇話会「新型

コロナウイルス感染症
の今後を考える」講師：
昭和大学医学部客員教
授　二木 芳人 氏
テレビでお馴染みの先
生ですが、コロナ再拡
大のため残念ながらオンラインでの講演に変更。
先生の見立てでは、コロナウイルスは後２年は続
くとのこと。（これは間違いであってもらいたい）

▷連合大分制度政策委員会・議員懇談会

▶2022年度大分県当初予算案発表
知事から、ポストコ
ロナを見据え、大分県
版地方創生を加速前
進させたいとし、前年
度予算を約150億円
上回る積極予算とす
る旨の説明を受ける。

▷県議会政策勉強会「調査活動からみた大分」講師：
日本政策投資銀行　大分事務所　佐野 真紀子 氏

▷第１回定例県議会開会
▶おおいたそらはく（別府ビーコンプラザ）
宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ISTS）大
分別府大会の開幕イ
ベントとして開催。
大分空港がスペース
ポート（宇宙港）とし
てスタートすること
を実感。

３月
▷商工観光労働企業委員会、新型コロナウイルス感染

症対策特別委員会（中間報告とりまとめ）
▶県議会手話講座
大分県手話言語条例
の制定から1年が経
過。手話への理解と
普及をさらに広げて
いきたい。（練習を重
ね、手話で自己紹介できるようになりました）

▷第１回定例県議会閉会

予
て
か
ら
懸
念
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
幕
か

ら
僅
か
四
日
後
の
二
月

二
十
四
日
、
ロ
シ
ア
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を

強
行
し
ま
し
た
▼
こ
の
間
の
ロ

シ
ア
の
行
為
は
、
国
連
憲
章
、

国
際
条
約
等
に
反
し
、
国
際
社

会
の
平
和
と
秩
序
、
安
全
を
脅

か
す
も
の
で
、
断
じ
て
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
兵
士
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
住
民
が
犠
牲
と
な
っ
て

お
り
、
即
時
停
戦
と
ロ
シ
ア
軍

の
即
時
撤
退
を
強
く
求
め
ま
す

▼
人
類
は
長
い
歴
史
の
な
か
で

争
い
を
繰
り
返
し
、
個
人
間
の

喧
嘩
の
よ
う
な
こ
と
が
、
い
つ

し
か
国
家
間
の
争
い
（
戦
争
）

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
科

学
技
術
の
発
展
と
と
も
に
そ
の

犠
牲
者
は
大
規
模
・
深
刻
化
し
、

辛
酸
極
ま
り
な
い
結
果
を
招
き

ま
し
た
。
先
の
大
戦
の
如
く
、

最
終
的
に
核
兵
器
が
使
用
さ
れ

る
よ
う
な
事
態
が
繰
り
返
さ
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
▼
残
念
な
が

ら
、
世
界
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
我
が
国
は
、
核
兵
器
禁

止
条
約
に
参
加
し
て
い
ま
せ

ん
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
今
回
の
侵

攻
の
目
的
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
西
側
の
核
ミ
サ
イ
ル
配
備
の

阻
止
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
核

兵
器
は
戦
争
を
抑
止
す
る
の
で

な
く
、
戦
争
を
誘
発
す
る
存
在

で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
ま
し
た

▼
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
の
出
身
で

あ
る
岸
田
総
理
に
お
か
れ
て
は
、

世
界
平
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竹の子記

ICAN
 （核兵器廃絶国際  
　  キャンペーン）

木田昇の
防災士

防災
メモ
－巨大地震に備えよう－

１月22日の深夜に日向灘沖を震源と
し、マグニチュード6.6の地震が発生し
ました。大分市でも震度５強が観測さ
れ、皆様も大変驚かれたことと察します。

県内での震度５強の観測は、2016年
の熊本地震以来のことでしたが、今回は
内陸部でなく南海トラフ巨大地震が想
定される海域内が震源地となったため、
その関連性が注目されました。

このような場合、気象庁が「南海トラ
フ地震臨時情報」の発表を検討するこ
とになりますが、今回は評価検討委員会
の開催条件となるＭ6.8に及ばなかった
ため対象外とされました。

今回の地震を体験し、「いつどこで巨
大地震が起きるか分からない」と、改め
て実感されたことと思います。食器棚
の飛び出し防止、家具の転倒防止、避難
グッズの準備・点検など、万全の備えを
とってください。

最近の活動最近の活動

　今回の第１回定例会で2022年度の当初予算
と前年度の補正予算（繰越）を審議しました。新年
度に実施される主な事業等について説明します。

《施策の概要》
新型コロナウイルス感染症対策の強化
　感染予防から早期発見・早期治療までの一連の
対応に万全を期すため、ワクチン接種の体制整備
（1,670,000千円）や PCR 等検査の
無償化（1,200,000千円）、入院病床・
宿泊療養施設の確保（19,765,000
千円）が進められます。

県経済の再興
①商工業の振興
　県内企業の体質強化には、DX（デジタル・
トランスフォーメーション）の実践が必要とな
ります。そのため、経営者の理解促進に向けた
セミナーの開催など「おおいたDX共創促進事
業（133,510千円）」等が進められます。
　また、新たなビジネスや雇用を創出し、地域
経済の活性化を図るため、創業の裾野拡大と成
長志向の高い起業家を発掘・育成する「おおい
たスタートアップ支援事業（168,143千円）」が
取り組まれます。

②観光業の復活
　全国を対象とする「新たなGo To トラベル」
として、観光誘客緊急対策事業（令和３年度補
正予算繰越分：11,394,294千円）が実施され
ます。旅行代金の1/5相当、最高５千円 /人・泊

（交通付商品は８千円）が補助され、併せて３千
円の地域クーポン券が発行されます。
　この事業は全国で行われるため、この機会に
大分への誘客を強化することが求められます。
　また、「ツール・ド・九州2023」を契機にサ
イクルツーリズムを推進するため、サイクルを
活用した滞在型観光モデルコースを作成する
など「大分のサイクル魅力発信事業（19,804千
円）」が実施されます。

③農林水産業の成長産業化
　本県の顔となる園芸品目（ねぎ、ピーマン、ベ
リーツ、高糖度かんしょ）を育成し、生産拡大を
図るため、認定農業者等が行う栽培施設の整備
等を支援する「おおいた園芸産地づくり支援事
業（2,066,769千円）」が進められます。
　畜産では、繁殖農家で生まれた和牛子牛を預
かり共同育成するキャトルステーションの整備
が支援されます。林業では、循環型林業の確立
をめざし、大径材の利用促進が図られます。水産
業では、ブリ養殖の種苗の安定確
保に向け、小型天然モジャコの育
苗手法の確立が進められます。

ポストコロナの人づくり
①子育て満足度日本一の実現
　出会い・結婚から妊娠・出産、子育てまで、
ライフステージに応じた切れ目のない支援が
取り組まれます。
　「おおいた出会い応援事業（60,654千円）」で
は、「出会いサポートセンター」による結婚応
援を充実させるため、AI が相性の良い相手を
提案するマッチングシステムが導入されます。
　また、特定不妊治療のうち、保険適用治療と併
せて行った先進医療に要する経費について、自
己負担が概ね３割となるよう助成が行われます。

　コロナ禍で家族時間が増えるなか、浮上した
ヤングケアラー（大人が担うようなケアの責
任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面
のサポートなどを行っている18歳未満の子ど
も）への支援体制が構築されます。
　家庭内のことで表面化しづらく、本人や家族
にも自覚がないことが多く、社会的認知度の向
上と相談しやすい窓口づくりが必要です。

②健康寿命日本一の実現
　前回調査の結果、男性が73.72歳で全国１
位、女性が76.60歳で４位と大きく飛躍しまし
た。新年度も「みんなで進める健康づくり事業
（21,462千円）」や「いきいき高齢者地域活動推
進事業（22,076千円）」など13の事業が取り組
まれます。

③障がい者雇用率日本一の実現
　本県の雇用率は全国７位と、久しく１位の座
から遠ざかっています。そこで、アドバイザー
による企業訪問や職場への定着支援等を行う
「障がい者就労環境づくり推進事業（81,325千
円）」等が実施されます。
　また、４月開校の「さくらの杜高等支援学校」
では、販売・接客等の実践的な指導を通じ、生
徒全員の一般就労に向けた取り組みが進めら
れます。

④移住の促進
　県外からの就職・転職を促進
するため行ってきた IT 分野の
移住支援策に、保育や介護、看護の３職種が新
たに事業（37,185千円）の対象となります。
　また、移住者の住まいづくりの面からも、空
き家対策の必要性が増しており、取引の実効性
を確保するサポート体制や助成金が整備され
ます。

公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊ＱＲコードからお友達登録を
  よろしくお願いします。

県民クラブＨＰはコチラ
http://www.oct-net.ne.jp/kenmin-club/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！

新年度の事業・予算新年度の事業・予算


